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あ
る
。
と
は
い
え
、
山
地
民
は
平

地
の
世
界
か
ら
孤
絶
し
て
き
た
の

で
は
な
い
。
交
易
・
戦
争
な
ど
を

通して、たえず一平地の世界と

交
通
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
山
地

民
と
平
地
の
国
家
は
、
相
互
的
な

関
係
に
お
い
て
存
在
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
本
書
は
「
ゾ
ミ
ア
」
の

地
域
に
つ
い
て
詳
細
に
持
続
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
が
各
地
に
普
遍

的に存在することを一ホ磁して

いる。事実
、
こ
の
よ
う
な
山
地
民
の

世
界
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
無
縁

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
柳
田
国

男は約
1世
紀
前
に
、
宮
崎
県
椎

葉
村
で
腕
き
畑
狩
猟
民
の
「
社
会

主
義
」
的
世
界
を
見
た
衝
撃
か

ら
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
山
地
民

の
世
界
が
ま
も
な
く
消
え
て
し
ま

うだろうという危機感から、

民
俗
学
研
宛
に
向
か
っ
た
の
で
あ

る
。
「
ゾ
ミ
ア
」
の
山
地
民
世
界

も
、
い
ま
急
速
に
消
え
つ
つ
あ

る。同時に、そのことが今、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
中
国
な

ど
で
、
深
刻
な
政
治
的
・
宗
教
的

な
紛
争
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ

れ
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
本
書

のような本が必要である。
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同

表題の「芝、「ア」とは、東

南アジア大陸部(ベトナム、

カンボ
yァ、ラオス、タイー

ミ
ャ
ン
マ
ー
)
お
よ
び
中
国
南
部
ー
l
J

の
丘
陵
地
帯
を
指
す
新
名
称
で
あ
も
r
h

る
。
そ
こ
に
は
、
ま
だ
国
民
国
家

LUT九

に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
人
々
が
存
匡
出

在
す
る
。
彼
ら
は
主
と
し
て
、
焼
「
l

笥
と
狩
猟
探
集
で
生
き
て
い
の

こ
れ
ま
で
、
彼
ら
は
山
岳
民
族
-
匡
凶

な
い
し
原
始
人
の
生
き
残
り
と
見
』
也

な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
品
目
同

の
考
え
で
は
、
も
と
も
と
平
地
に

hu

い
た
農
耕
民
で
あ
る
。
水
稲
農
業

El

は
必
ず
国
家
の
支
配
、
階
級
的
支

j

配
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
か
ら
逃
れ

L"t

る
た
め
山
地
に
向
か
っ
た
人
々
喧
血
肉

が
、
腕
き
畑
狩
猟
を
始
め
た
の
で
埠
w-

あ
る
。
そ
れ
は
遊
語
的
な
暮
ら
し

1

主

であるため、共同所有があり、
tFUい

し
た
が
っ
て
、
平
等
主
義
的
な
社
み
4

会が維持されたのである。

bbE

彼
ら
は
歴
史
を
も
た
な
い
と
い

h-v

わ
れ
る
。
し
か
し
、
歴
史
は
国
家

Fh札

に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
も
の
だ
。
何
日

山
地
民
は
国
家
か
ら
逃
れ
国
家
を
ω

去、
F

阻
む
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
で
あ

i

り
、
そ
れ
が
彼
ら
の
「
歴
史
」
で


